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概要

この資料は、Googleサービス連携アプリを動作させるために必要な、
Google側の環境構築手順と、アプリケーション側で必要な設定内容を記述してあります。



1. Google接続アプリ環境構築

このセクションでは、Google上のサービスを利用するために、アカウントの作成、
Google Consoleからの環境設定を行うための手順を記述いたします。

①Googleアカウント作成
②Console画面へアクセス
③プロジェクトを新規作成
④使用APIの登録
⑤OAuth同意画面の設定
⑥認証情報の作成
⑦情報の確認



1. Google接続アプリ環境構築

①Googleアカウント作成
Googleアカウント作成画面へ遷移
https://accounts.google.com/signup/v2/webcreateaccount?flowName=GlifWebSignIn&flowEntry=SignUp

・既存のメールアドレスを使用する場合
Google アカウントの作成ページにアクセスします。
名前を入力してください。
[代わりに現在のメールアドレスを使用] をクリックします。
現在のメールアドレスを入力します。
[次へ] をクリックします。
既存のメールに送信されたコードを使用して
メールアドレスを確認します。
[確認] をクリックします。



1. Google接続アプリ環境構築

②Console画面へアクセス
Google API Console画面へアクセス
https://console.developers.google.com/

・作成したアカウントでログインし、 Google API Console画面へアクセスします。

このとき、他のGoogleアカウントでログインしていると、後々別の設定画面が
開けなくなるので、一度、すべてのアカウントからログオフしてから作業をお願いいたします。



1. Google接続アプリ環境構築

③プロジェクトを新規作成
Google API Console画面画面から新規プロジェクトを作成
https://console.developers.google.com/

・画面上のプロジェクトの選択をクリックしてください。
・プロジェクト選択画面の右上にある新しいプロジェクトボタンをクリックしてください。
・新しいプロジェクト作成画面で「プロジェクト名」を入力し、作成ボタンをクリックしてください。



1. Google接続アプリ環境構築

④使用APIの登録
Google API ConsoleのライブラリボタンからAPIライブラリ画面に遷移し使用するAPIを選択

・Google Drive APIとGoogle Sheets APIのライブラリ説明画面を開く。
・各APIを有効にする。



1. Google接続アプリ環境構築

⑤OAuth同意画面の設定(1)
OAuth 同意画面ボタンから設定画面に遷移し設定を行う。
作成後、 OAuth 同意画面を開き、アプリを編集する。
ユーザータイプは「外部」を選択する。

・アプリ名、ユーザーサポートメールを設定する。
・承認済みドメインにgoogle.co.jpを追加する。
・デベロッパーの連絡先情報の
メールアドレスを設定する



1. Google接続アプリ環境構築

⑤OAuth同意画面の設定(2)
「スコープを追加または削除」をクリックし「userinfo.email、userinfo.profile、openid」を設定する。



1. Google接続アプリ環境構築

⑤OAuth同意画面の設定(3)
テストユーザーにアプリで認証を行うユーザーのメールアドレスを追加する。



1. Google接続アプリ環境構築

⑥認証情報の作成
認証情報ボタンから設定画面に遷移し設定を行う。
画面上部の認証情報をクリックし作成画面から登録する。

・アプリケーションの種類をウェブアプリケーションを選択する。
・「承認済みのJavaScript生成元」と「承認済みのリダイレクトURI」に

https://www.google.co.jpを入力後、保存ボタンをクリックする。
（ここで使用するURLのドメインをOAuth同意画面で設定しておく必要があります）



1. Google接続アプリ環境構築

⑦情報の確認
アプリケーション側で使用する情報の確認を行う。
クライアントID、クライアントシークレット、リダイレクトURLを確認する。

・認証画面で作成したOAuth2.0クライアントIDを開く。
・クライアントIDとクライアントシークレット、承認済みのリダイレクトURI
上記３つの内容を確認してください。



2. GoogleDrive環境構築

このセクションでは、Google Drive上にデータを保存するために環境設定を行うため
の手順を記述いたします。

①Google Driveへアクセス
②【読み込み対象】フォルダ作成
③【読み込み完了】フォルダ作成
④【画像格納】フォルダ作成
⑤【マスタファイル】フォルダ作成
⑥【詳細ファイル】フォルダ作成



2. GoogleDrive環境構築

①Google Driveへアクセス
作成したGoogleアカウントでGoogleDriveを開く
https://drive.google.com/drive/my-drive

・作成したアカウントでGoogle Driveへアクセスします。
・右上のアイコンで、作成したアカウントか確認してください。



2. GoogleDrive環境構築

②【読み込み対象】フォルダ作成
Google Drive画面の新規ボタンからフォルダを作成する。
作成したフォルダのIDを確認する

フォルダーIDの確認
・URLのfolders/より右がフォルダーIDになります。



2. GoogleDrive環境構築

③【読み込み完了】フォルダ作成
Google Drive画面の新規ボタンからフォルダを作成する。
作成したフォルダのIDを確認する

フォルダーIDの確認
・URLのfolders/より右がフォルダーIDになります。



2. GoogleDrive環境構築

④【画像格納】フォルダ作成
Google Drive画面の新規ボタンからフォルダを作成する。
作成したフォルダのIDを確認する

フォルダーIDの確認
・URLのfolders/より右がフォルダーIDになります。



2. GoogleDrive環境構築

⑤【マスタファイル】フォルダ作成
Google Drive画面の新規ボタンからフォルダを作成する。
作成したフォルダのIDを確認する

フォルダーIDの確認
・URLのfolders/より右がフォルダーIDになります。



2. GoogleDrive環境構築

⑥【詳細ファイル】フォルダ作成
Google Drive画面の新規ボタンからフォルダを作成する。
作成したフォルダのIDを確認する

フォルダーIDの確認
・URLのfolders/より右がフォルダーIDになります。



3. Google スプレッドシート環境の構築

このセクションでは、Google スプレッドシート上にデータを取り込むために
環境設定とプログラムを登録するための手順を記述いたします。

①Google スプレッドシートへアクセスとシート作成
②スプレッドシート設定
③CSV取り込み処理作成
④トリガー作成
⑤トリガーの実行結果確認



3. Google スプレッドシート環境の構築

①Google スプレッドシートへアクセスとシート作成
作成したGoogleアカウントでGoogleスプレッドシートを開く
https://docs.google.com/spreadsheets/u/0/

・+アイコンから、新規のスプレッドシートを作成してください。



3. Google スプレッドシート環境の構築

②スプレッドシート設定
作成したスプレッドシートにヘッダ情報を記述する。

ヘッダ項目：
日付,時刻,担当者,備考,会社名,所属,氏名,電話番号,E-mail,種別,設問01_選択肢,設問01_その他
内容,設問02_選択肢,設問02_その他内容,設問03_選択肢,設問03_その他内容,設問04_選択肢,
設問04_その他内容,設問05_選択肢,設問05_その他内容,設問06_選択肢,設問06_その他内容,設
問07_選択肢,設問07_その他内容,設問08_選択肢,設問08_その他内容,設問09_選択肢,設問09_
その他内容,設問10_選択肢,設問10_その他内容,名刺有無,ファイル名



3. Google スプレッドシート環境の構築

③CSV取り込み処理作成(1)
作成したスプレッドシートへのスクリプトエディタを起動しソースを記述する。

この画面が出ない場合は、
googleのアカウントを切り替えてくださ
い。

環境用のアカウントがデフォルトアカウン
トに設定されていないと、スクリプトは開
けません。
すべてのアカウントからログオフして
環境用のアカウントにログインして
再度、実施してください



3. Google スプレッドシート環境の構築

③CSV取り込み処理作成(2)
エディタにソースを貼り付ける（ソース全文は次ページ以降）

ソース
function myFunction() {
//フォルダのパス
var folder = DriveApp.getFolderById('1_w2EhDSCGm_Aa3McoVR7K9WMcVwBdnLe');
//フォルダ内のファイルを取得
var files = folder.getFiles();
//最後の行を取得
var lastRow = SpreadsheetApp.getActiveSheet().getLastRow();

var destinationId = "12w3lsPMMYdTeqqMX8onbfGwM0IechseP"; //移動先のフォルダIDを指定
var destinationFolder = DriveApp.getFolderById(destinationId);

//フォルダにある全ファイルを繰り返す
while(files.hasNext()){
var file = files.next();

var fileId = file.getId();
var child = DriveApp.getFileById(fileId);
//ファイルの名前を取得
var fileName = file.getName();
//ファイルデータ取得
var data = file.getBlob().getDataAsString("UTF-8"); 
var ary = CSV.parse2(data);

//最終行からCSVの内容を書き込んでいく
SpreadsheetApp.getActiveSheet().getRange(lastRow + 1 , 1 , ary.length,ary[0].length).setValues(ary);

destinationFolder.addFile(child); //移動先のフォルダに先にファイルを追加
folder.removeFile(child); //移動先に追加後に移動元のフォルダからファイルの所属情報を削除

}
}

ソースの修正
・ var folder = DriveApp.getFolderById('1_w2EhDSCGm_Aa3McoVR7K9WMcVwBdnLe’);

getFolderByIdのパラメータに、2. GoogleDrive環境構築②【読み込み対象】フォルダ作成で
作成した【取り込み対象】フォルダのフォルダIDを記述

・ var destinationId = "12w3lsPMMYdTeqqMX8onbfGwM0IechseP"; 
destinationIdに、2.GoogleDrive環境構築③【読み込み完了】フォルダ作成で
作成した【読み込み完了】フォルダのフォルダIDを記述

・プロジェクト名をつけて、ソースを保存する。



3. Google スプレッドシート環境の構築

ソース内容

ソース
function myFunction() {

//フォルダのパス
var folder = DriveApp.getFolderById('1_w2EhDSCGm_Aa3McoVR7K9WMcVwBdnLe');
//フォルダ内のファイルを取得
var files = folder.getFiles();
//最後の行を取得
var lastRow = SpreadsheetApp.getActiveSheet().getLastRow();

var destinationId = "12w3lsPMMYdTeqqMX8onbfGwM0IechseP"; //移動先のフォルダIDを指定
var destinationFolder = DriveApp.getFolderById(destinationId);

//フォルダにある全ファイルを繰り返す
while(files.hasNext()){
var file = files.next();

var fileId = file.getId();
var child = DriveApp.getFileById(fileId);
//ファイルの名前を取得
var fileName = file.getName();
//ファイルデータ取得
var data = file.getBlob().getDataAsString("UTF-8"); 
var ary = CSV.parse2(data);

//最終行からCSVの内容を書き込んでいく
SpreadsheetApp.getActiveSheet().getRange(lastRow + 1 , 1 , ary.length,ary[0].length).setValues(ary);

destinationFolder.addFile(child); //移動先のフォルダに先にファイルを追加
folder.removeFile(child); //移動先に追加後に移動元のフォルダからファイルの所属情報を削除

}
}

③CSV取り込み処理作成(3)



3. Google スプレッドシート環境の構築

ソース内容

ソース続き
// csv parse2
var CSV = {};
CSV.parse2 = function(str) {

var i, c, r, q, l, m, v, j, len=str.length, rows = [], row = [];
m = (l = str.indexOf('¥r¥n')<0 ? str.indexOf('¥r')<0 ? '¥n' : '¥r' : '¥r¥n').length; //改行記号を決定
for(i=0,c=r=-1; i<len; i++) {

if (str.charAt(i) === '"') { //quoted
for(j=0,q=i+1; q<len; j++,q++) { //閉quotを探す

q = (q=str.indexOf('"',q)) < 0 ? len+1 : q; //quotの位置、無いなら末尾まで
if (str.charAt(++q) !== '"') {break;}       //""なら継続

}
row.push((v=str.substring(i+1,(i=q)-1),j) ? v.replace(/""/g,'"') : v);

} else { //not quoted
if (c<i) {c=str.indexOf(',',i);c=c<0?len:c;} //直近のカンマ位置と
if (r<i) {r=str.indexOf(l,i);r=r<0?len:r;}   //直近の改行位置を調べ
row.push(str.substring(i,(i=c<r?c:r)));      //そこまでを値とする

}
if (i === r || l === (m>1?str.substr(i,m):str.charAt(i))) {rows.push(row);row=[];i+=m-1;}

}
str.charAt(i-1) === ',' && row.push(''); //,で終わる
row.length && rows.push(row);
str.substr(i-1,m) === l && rows.push([]); //最後の改行を無視する場合はコメントアウト
return rows;

};

③CSV取り込み処理作成(4)



3. Google スプレッドシート環境の構築

③CSV取り込み処理作成(5)
ソース貼り付け後「実行」を行う。（ソースコードにエラーがある場合は、実行エラーが表示されるので、記述ミス等の修正をする）
「承認が必要です」ダイアログが表示されたら、権限の確認をクリックする。
確認画面では、デペロッパ―名に自身が設定した内容が表示されていることを確認したうえで「詳細」ボタンを押す。
その後、新たに下部に表示される「プロジェクト名（安全ではないページ）に移動」をクリックし、プロジェクトに権限を与える。



3. Google スプレッドシート環境の構築

④トリガー作成(1)
スクリプト画面の現在のプロジェクトのトリガーボタンをクリックする。
トリガーを追加ボタンをクリックする。



3. Google スプレッドシート環境の構築

④トリガー作成(2)
プロジェクトのトリガーを追加画面から、以下の内容でトリガーを設定する。

該当トリガーの修正
・実行する関数を選択 【そのまま】
・実行するデプロイを選択 【そのまま】
・イベントのソースを選択 【時間主導型を選択】
時間ベースのトリガータイプ【分ベースのトリガー】
時間の間隔を1分おき

・保存ボタンをクリック



3. Google スプレッドシート環境の構築

⑤トリガーの実行結果確認
実行数画面を開き、トリガーの実行結果を確認する。

・時刻の間隔が指定した分数になっていることを確認する。



ず っ と 使 え る ビ ジ ネ ス ア プ リ を


